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富

曲

再

訪

記

昭
和
十
五
年
十
一
月
四
日
午
前
八
時
三
十
分
上
野

嚢
，
秋
６
深
き
滑
道
風
景
に
旅
情
を
慰
め
ら
れ
つ
ヽ

業
部
富
山
に
入
る
。
昭
和
十
年
六
月
以
来
■
年
振
の

塾
長
衆
富
に
喜
び
合
ふ
同
窓
諸
氏
に
擁
せ
ら
れ
つ
ヽ

電
気
ビ
ル
ホ
テ
ル
に
向
つ
た
。
途
中
酵
よ
り
正
村
六

之
助
氏
が
出
迎
へ
、
ホ
テ
ル
に
於
て
は
高
岡
高
商
の

大
熊
信
行
氏
そ
の
他
敷
氏
の
方
々
が
加
り
榮
し
き
食

卓
を
回
ん
だ
。

高
岡
高
商
記
念
講
演
含

翌
五
日
も
快
晴
で
あ
る
。
出
裂
の
際
北
陸
は
雨
が

多
く
陽
氣
も
塞
か
ら
う
か
ら
雨
具
と
多
仕
度
を
す
る

よ
う
に
い
ふ
藤
原
銀
次
郎
さ
ん
か
ら
の
注
意
も
あ
つ

て
其
準
備
に
身
を
図
め
て
来
た
小
泉
塾
長
も
案
外
の

面
持
で
あ
る
。
い
や
藤
原
さ
ん
の
注
意
が
間
違
つ
て

―
―
塾

長

に

障

行

し

て
―

坂

村

儀

太

郎

ゐ
た
の
で
な
い
、
北
陸
地
方
に
も
珍
し
い
好
天
気
だ

の
だ
と
土
地
の
人
は
語
つ
て
ゐ
た
。
旅
運
に
恵
れ
た

わ
け
で
あ
る
。早
朝
富
山
を
立
つ
て
高
岡
に
向
つ
た
。

高
岡
高
商
校
長
堀
池
英

一
氏
並
に
同
校
教
員
議
氏
↓

木
津
高
岡
市
長
、
地
元
三
田
會
員
諸
氏
の
歓
導
裡
に

高
商
に
赴
き
同
校
全
學
生
約
六
百
名
に
当
し
て
小
泉

塾
長
は
，薦
澤
先
生
と
東
亜
問
題
」と
題
す
る
議
演
を

試
み
、
終
つ
て
喪
食
を
製
せ
ら
れ
．
げ
校
教
員
議
氏

と
座
談
を
交
へ
た
。
本
年
は
同
校
の
創
立
十
五
周
年

に
営
る
の
で
塾
長
は
英
式
典
に
参
列
す
る
や
う
懇
塑

さ
れ
て
ゐ
た
が
、
そ
れ
が
希
望
通
り
ゆ
か
ず
こ
の
記

念
講
演
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。
何
し
ろ
一
年
牛
前

か
ら
依
頼
搭
れ
て
る
た
事
が
今
日
貸
現
を
見
た
わ
け

で
同
校
校
長
の
感
謝
も
さ
る
事
な
が
ら
諮
長
の
藤
足

も
さ
こ
そ
と
頷
か
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

綾
長
と
正
村
氏
の
案
内
に
て
瑞
龍
寺
古
城
公
闘
射

水
紳
祗
富
山
捺
染
工
場
、
前
国
家
墓
代
所
、
物
涯
籠

等
を
見
物
の
後
ち
伏
木
港
に
事
を
走
せ
港
内
を
硯
察

し
た
。
麗
園
に
王
子
製
紙
、
日
本
鏑
管
、日
澤
化
學
．

北
海
曹
達
等
幾
多
の
大
工
場
を
有
す
る
の
で
時
局
下

溝
気
横
盗
、
書
遊
の
地
と
て
今
音
を
比
較
し
て
興
味

も
ま
た
格
別
で
あ
る
。
小
矢
部
川
を
距
て
た
封
岸
の

新
湊
に
渡
り
、
日
本
高
周
波
重
工
業
の
工
場
を
特
別

の
計
ひ
に
て
縦
覧
、
砂
鐵
に
な
髪
と

，
１
ク
ス
を
滉

じ
高
周
波
の
電
熱
を
通
し
て
鋼
と
興
ぜ
じ
め
る
の
で

あ
る
、
物
資
不
足
の
今
日
、
無
春
蔵
の
砂
鐵
よ
う
鋼

を
製
生
す
る
事
こ
と
が
出
来
る
と
知
つ
た
文
で
も
氣

が
大
き
く
な
る
。
　
　
　
　
　
，

直
大
な
る
格
納
庫
の
如
お
建
物
、
其
中
に
咆
痒
す

る
電
酪
・作
業
、
驚
散
す
る
人
花
、
灼
熱
の
鐵
と
そ
れ

を
打
ち
延
ば
す
機
械
の
響
書
、
東
菫
建
設
の
大
業
を

振
り
験
し
て
勇
み
立
つ
日
本
の
力
張
き
雄
叫
び
を
今

こ
ヽ
に
見
る
の
だ
っ

富
山
石
川
合
．同
三
田
會

見
學
に
身
が
入
り
す
ぎ
て
高
岡
に
戻
つ
た
の
が
六

時
過
ぎ
で
冨
山
、
石
川
爾
縣
三
田
會
會
場
延
封
寺
料

事
に
か
け
こ
む
。
待
ち
飽
ぐ
ん
だ
幹
事
議
氏
の
顔
が

ナ
ツ
ト
紅
潮
す
る
。
廊
下
の
ザ
ハ
メ
キ
、
参
會
者
の

級
鰺
．
直
ち
に
二
階
大
魔
間
に
於
て
熟
長
歌
迎
會
を

中
年
兵
士
の―様
に
打
代
せ
に‐
　

・
な
る
．
顔

，
手
足
●
焼

け
爛
れ
息
も

，
ま
る
か
と
思
ふ
。

一
分
。
三
分
「
三

分
、
不
安
ど
恐
怖
に
戦
く
身
に
は
難
分
と
雖
も
と
て
．

も
長
く
感
じ
る
。
パ
ッ
■
前
面
が
班
情
く
な
つ
た
。

医
道
を
突
破
し
た
の
だ
。
そ
こ
に
展
開
し
た
の
が
入

見
干
の
作
業
場
で
あ
る
。

振
り
返
つ
て
墜
道
を
見
返
れ
ば
排
氣
装
置
を
滋
し

て
濠
々
た
る
湯
氣
が
唸
り
を
生
じ
て
排
出
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
灼
熱
の
岩
石
を
冷
や
す
た
め
落
差
ヤ
利
し
て

水
を
掛
け
忽
ち
趣
る
湯
氣
を
排
出
せ
し
め
て
あ
る
の

だ
と
聞
い
た
。

嚢
電
所
に
お
い
て
持
参
の
塀
堂
を
喫
し
工
事
を
調

察
．
年
内
九
蔦
キ
ロ
の
嚢
電
工
事
の
完
成
を
目
指
ｔ

て
工
事
を
急
ぐ
従
業
員
諸
氏
の
勇
し
い
活
動
ダ
イ
ナ

マ
イ
ト
の
炸
裂
、
菫
大
な
る
堰
に
喰
ひ
止
め
ら
れ
た

議
々
た
る
水
、
そ
し
て
こ
の
人
間
の
飽
く
な
き
努
力

と
科
學
の
力
と
を
、
高
嶺
の
勧
崖
は
ジ
ツ
ト
見
つ
め

て
ゐ
る
か
に
見
え
る
。

再
び
焼
熱
地
獄
を
く
ゞ
り
四
時
す
ぎ
宇
奈
月
に
響

館
し
た
。錦
を
綴
る
漢
谷
の
勝
彙
、黒
部
を
見
ず
し
て

溌
谷
美
を
語
る
な
か
れ
と
入
自
に
瞼
策
さ
れ
た
英
景

観
も
さ
る
事
な
が
ら
筆
者
は
寧
ろ
水
電
王
國
富
山
の

構
案
性
と
、
科
學
の
必
要
性
と
、
不
風
不
携
の
越
中

魂
に
ヶ
づ
く
が
如
き
幾
多
の
感
動
に
胸
高
ぶ
ら
せ
つ

ヽ
東
京
へ
の
闘
路
に
つ
い
た
。
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一附
僣
ｔ
た
一
圧
■
者
に
違
路
参
會

，
金
滋
ヨ
鮮
會
ミ

十
五
六
名
、
高
商
の
議
氏
を
加
へ
て
五
十
餘
名
の
大

饗
宴
、
熟
面
の
人
多
く
感
懐
が
深
い
。
金
澤
の
長
老

葛
西
慶
大
郎
氏
の
数
迎
の
容
が
あ
り
、
そ
れ
に
新
し

て
熟
長
が
答
辞
を
の
べ
、
宴
牛
ば
正
村
氏
が
起
つ
て

義
塾
維
持
會
の
使
命
を
論
じ
ｉ
義
熟
嚢
展
の
原
動
力

た
る
維
持
會
の
機
大
強
化
と
そ
れ
の
加
入
こ
そ
義
塾

に
酬
ゆ
る
所
以
で
あ
り
．
国
家
に
報
ず
る
一
端
で
あ

る
ヽ
力
識
し
、
蒲
座
の
賛
同
を
浴
び
て
着
席
し
て
記

念
撮
影
を
行
つ
た
。

前
縣
含
員
の
間
に
野
球
試
合
の
話
が
成
立
す
る
か

と
思
へ
ば
．や
が
て
熟
長
を
国
ん
で
の
談
笑
が
起
る
。

母
校
愛
の
汲
め
ど
も
発
き
ぬ
盃
は
様
々
と
な
つ
て
交

錯
し
、
い
っ
も
な
が
ら
の
美
し
い
〓
田
會
風
景
を
塁

し
て
高
南
の
人
も
羨
鯉
す
る
有
様
で
あ
つ
た
。
名
残

は
蓋
き
な
い
が
金
澤
行
の
列
車
の
時
間
も
あ
り
，
義

熟
喜
茂
、
高
岡
高
商
蔦
歳
、
雨
縣
〓
剛
會
萬
機
を
高

唱
し
て
席
を
捨
て
高
岡
を
出
奎
し
、
三
日
市
乗
換
へ

宇
奈
月
温
泉
に
至
り
延
封
寺
別
籠
に
投
精
、
時
刻
は

も
う
十

一
時
涯
く
で
、
黒
部
川
の
水
音
、
濠
々
と
し

て
枕
を
打
つ
。　
　
　
　
　
．

果
部
場
の
探
勝

六
日
早
朝
、日
本
電
力
の
厚
意
で
正
村
氏
同
導
、黒

部
川
渓
谷
の
探
餘
と
嚢
電
所
の
見
撃
に
出
掛
け
る
。

諄
雪
の
難
清
軌
道
事
に
集
り
学
奈
月
諄
ヶ
小
屋
手
に

出
で
エ
レ
ベ
タ
ー
で
二
百
米
の
高
所
に
登
り
、
欅
干

よ
リ
ト
ロ
ッ
ヨ
で
長
さ
六
嘆
に
及
ぶ
塗
道
を
潜
り
人

見
子
の
第
二
畿
電
所
に
至
る
。
こ
の
所
要
時
間
約
四

時
間
、
こ
れ
こ
そ
越
中
人
士
が
世
界
に
誇
る
難
工
事

と
は
Ｃ
で
開
い
て
ゐ
た
が
家
て
見
て
始
め
て
知
る
幸

酸
の
数
々
．
規
模
の
経
大
、
た
だ
た
だ
驚
く
の
外
は

な
い
。
中
で
も
最
後
の
一
―
ス
欅
干
よ
り
人
見
干
に

通
ｆ
る
工
事
こ
そ
驚
異
に
償
す
る
も
の
で
あ
る
。
ｔ

の
工
事
着
手
は
昭
和
十

一
年
と
云
ふ
か
ら
満
四
年
前

欅
干
の
一
角
に
斧
を
入
れ
大
自
然
の
猛
威
と
畿
ひ
つ

ヽ
黒
部
漢
谷
奥
地
へ
奥
地
へ
と
掘
り
進
む
中
突
如
高

熱
百
五
十
度
の
地
獄
の
中
心
に
突
き
営
つ
た
の
で
あ

る
。

一
旦
志
し
た
計
書
と
は
云
へ
日
に
増
す
犠
牲
者

の
惨
獲
た
る
有
様
を
見
て
は
決
心
は
に
ぶ
り
、
す
時

は
全
く
絶
望
と
さ
へ
思
は
れ
た
が
、
不
携
不
属
の
越

中
魂
は
な
に
こ
の
聡
道
を
買
通
し
て
世
人
を
ア
ツ
ト

云
は
じ
め
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

六
哩
の
墜
道
の
通
過
時
間
は
約
四
十
分
、
た
聟
晴

い
冷
い
ジ
メ
ノ
ヽ
し
た
地
底
の
連
績
で
、
そ
し
て
英

最
後
に
近
づ
く
頃
地
熱
が
次
第
に
高
ま
り
、
硫
贅
の

奥
氣
が
昇
を
つ
き
始
め
た
と
思
ふ
と
た
ん
急
に
，
カ

ツ
ト
熱
く
な
つ
た
“
そ
の
上
熱
場
が
砂
を
ま
し
え
て

バ
ラ
ノ
ヽ
と
降
っ
て
漿
た
）
ハ
ツ
ト
驚
キ
用
意
の
合

笏
を
頭
か
ら
か
む
る
。
ト
ラ
ツ
′
上
の
一
行
は
難
壕


